
子ども家庭部子ども政策担当課 

 

杉並区子ども・子育て支援事業の利用状況等に関する調査の概要（案） 

 

１ 調査の目的 

この調査は、子ども・子育て支援法に規定されている子ども・子育て支援事業計画（第三

期）の見直しに係る検討にあたって必要とする、地域の子育てに関するニーズ及び利用状

況の調査、現状の分析及び課題の整理並びに必要となる資料の作成を行うことを目的に実

施します。 

 

２ 調査の方法 

  調査項目は、国が示す子ども・子育て支援制度についての動向や基本指針等を踏まえつ

つ、区独自の設問を加えたものとするとともに、これまで実施した調査結果との比較がで

きるものとします。 

（１）調査区域 杉並区全域 

（２）調査対象者及び標本数 

   調査は、次に掲げる年齢の児童が属する世帯の保護者とします。 

① 就学前（０～5歳）の児童が属する世帯 

約 4,800世帯（各歳児 800世帯） 

② 小学生（6～11歳）の児童が属する世帯 

約 4,800世帯（各歳児 800世帯） 

    （参考）令和 8年 10月 1日時点の住民基本台帳登録数 

        就学前（0～5歳）  21,505人 

        小学生（6～11歳） 24,665人 

（３）抽出方法  住民基本台帳からの無作為抽出 

（４）調査方法  郵送配布、郵送・Web回収 

（５）調査期間  令和 9年１月上旬から 1か月程度（予定） 

（６）調査機関  委託事業者 

 

３ 調査の内容 

①就学前調査（40問程度） 

（１）家族の状況 

（２）子育ての環境 

（３）保護者の就労状況 

（４）保育園・幼稚園等の利用状況 

（５）一時預かり等の利用状況 

（６）子どもの病気の際の対応 

（７）こども誰でも通園制度の利用状況 
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（８）地域での親子の集まりの利用状況 

（９）杉並区の子育て支援について 

 

②小学生調査（30問程度） 

（１）家族の状況 

（２）子育ての環境 

（３）保護者の就労状況 

（４）子どもの放課後の過ごし方 

（５）一時預かり等の利用状況 

（６）杉並区の子育て支援について 

 

４ 参考資料 

  令和５年度の調査票 

  別紙１、別紙２のとおり 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

  令和９年 １月 調査実施 

      ３月 調査結果の報告 


